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OntheMeasurement-recordsoftheMain-line-tensions

inHaulingtheTunaLong-lines
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Abgtract

Duringtheexecutionofthetunalong-linehaulingthemain-line-tensionswererecordedon
thepaperofanlnkWritingOscillographbymeansoftheLoadCell(type-LT）andtheStation
lndicator(type-SL7-L)installedfbrtheirmeasurement、

ＴｈｅｒｅcordedtensionsareasshowninFi9.2．

ＴｈｅｃａｕｓｅｏｆｔｈｅHuctuationsintherecordswereassumedtobeduetothefbllowingfburfactors：

themechanicalconditionsofthemeasuringequipmentandthe｝ine-hauler；theoperativestateof

theline-hauler；theoprativefacultyofthelong-linegears；theseamanshipunderthehauling

Operation;ａｎｄothers・

Thus,conversely,minuteanalysesofthetension-recordsweredeepedtobeavailablefbrｔｈｅ
elucidationnotonlyofthemain-linetensionsbutoftheissuesconcerningtheworkingofthe
line-hauler,theoperationofthegearsandtheseamanshipinhaulingtheline・

Ｎｏｗ,ａｓｍａｒａｓｔｈｅａｎａｌｙｓｉｓｏｆｔｈｅｔｅｎｓｉon-recordsisconcerned,nodetectionofanyshocking

tensionsattributabletothepitchingandｒｏｌｌｉｎｇｏｆｔｈｅｖｅｓｓｅｌｓａｎｄｔｏｔｈｅａｂｒuptcommencement

ofthelong-line-haulingwasmadeonthemain-line．

まえがき

まぐろ延縄の揚細中，その幹純にかかる張力の測定は，縄の太さやライン・ホーラーの力

を決定するばかりでなく，操船上からも，又，作業の合理化の点からも重要なことである．

しかし，その張力の測定は非常に困難な点が多いので，従来あまり計測されていない．

このような幹純張力の計測実験を本学練習船かごしま丸，敬天丸，「しろやま」において

実施し，その幹純張力の全般的な出現概要については，すでに盛田・辺見')，礎田・今井2）

によって報告されているが，実験によって得られたペン・オシロの記録の種々な形状と幹純

張力の変化との関連については十分検討されていないので，今回はこれらの点についてかご

しま丸による計測記録を調べ，二三の知見を得たので報告する．

実験方法

本実験はかごしま丸（1,038トン，1,700馬力）により，1964年１月13日，１６日，２０日の３

＊鹿児島大学水産学部漁船運用学教室（LaboratoryofSeamanship,FacultyofFisheries,Kagoshima

University）

*＊鹿児島大学水産学部練習船かごしま丸(TrainingshipKagoshima-Maru,FacultyofFisheries,Kago‐

shimaUniversity）
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ｌｅｒ

日間，中部印度洋漁場において実施した．

実験に使用したまぐろ延細漁具は普通の実習操業に用いるものであり，その１鉢分の仕様

はＴａｂｌｅｌの通りである．又，ライン・ホーラーは泉井式６型である．

Table､１．Long-linegearusedintensionexperiment.(Peronebasket）
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Fig.１．ArrangementoftheMain-line,theMeasuringequipmentandtheLine-hauler．
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計測装置は，ＬＴ型張力計とSP7-L型歪計を用いて幹純張力を検出し，その変化を連続的

にペン・オシロに自記させた．

これらの計測装置の配置はFig.１の通りである．
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幹細張力の測定に当っては，その都度実測開始の直前にペン・オシロの記録について

calibrationを行ない，誤差を少なくするよう心がけた．

実験を行なった時の海況はＴａｂｌｅ２の通りで，第１回および第３回は割合平穏であるが，

第２回目はやや波が高い．

Table､２．Seaconditionsonfishinggroundexperiment．

柵風|伽鵬帥|w…|柵.|慨|磯:;|鯛1隙

傭’
18.-23.0′Ｓ

86.-04.7′Ｅ

１１．－２８．６′Ｓ

86.-14.1′Ｅ

7.-36.0′S

88o-l4.ｌ′ＥJIh洲1１
記録の形状と幹縄張力

以上の方法に基づく実験により，まぐろ延縄揚縄時の種々な状態における張力をペン・オ

シロに記録することができたが，Fig.２はその記録の一例である．同図における各種の記録

と幹縄張力との関係は次のようである．

Ａ記録：幹縄の結節部（浮細，あるいは枝縄の接続部の幹細の結び目，結び方はSingle

sheetbend）がＳｉｄｅroller（Fig.１のα点）を通過する時の衝撃によるものである．

Ｂ記録：幹縄の結節部が張力計のroller(Fig.１のｂ点）を通過する時の衝撃によるもの

である．

Ｃ記録：幹細の結節部がＰｕｓｈroller(Fig.１のｃ点)の部分を通過する時，Ｐｕｓｈrollerが

瞬間的に飛びはねることにより，幹細が滑り，たるみを生じたために現われるものである．

Ｄ記録：ライン・ホーラー・マン（クラッチ・ハンドルを操作する者）が，Ｓｉｄｅroller

とDrivepulleyの中間附近の幹縄に手をふれて幹純の張り具合を見ているが，これはその時

の記録である．すなわち，幹細を押えた時は少し張力がかかり，幹縄から手を離した瞬間た

るみを生じる．この力はあまり強くないがその状態が正確に記録されている．

Ｅ記録：ライン・ホーラー・マンがクラッチ・ハンドルを操作してPulleyの回転を止

めるか，あるいはクラッチ（多盤式）をスリップさせ，いわゆる半クラッチの状態として縄

の巻揚速度を落した場合のものである．

Ｆ記録：幹細の結節がＰｕｓｈrollerの部分を通過する時，幹縄がPulleyからはずれるこ

とを防止するための操作が記録されたものである．操作としてはＥの場合と同様クラッチ・

ハンドルを操作して半クラッチとし，巻揚速度を落した状態でＰｕｓｈrollerを通過させたも

のである．

Ｇ記録：幹蝿の張力が大きい時，Changeleverを操作してライン・ホーラーの回転を高

速から低速に切換えた場合の記録である．

Ｈ記録：魚のかかった枝縄が接近し幹細張力が急激に増加した場合の記録である．

Ｉ記録：魚はかかっていないが，他の原因によって幹縄の張力が増加した場合の記録で
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Ｋ記録：幹縄の巻揚を開始する場合の記録である．この場合，回転しているPulleyに

ある．他の原因とは，幹細の巻揚速度に船の速度が追付かない場合，あるいは幹縄の方位と

船の針路が大きくそれた場合等である．

Ｊ記録：波浪による船体の上下動，あるいは横揺れ等が幹細の張力に影響している場合

の記録である．すなわち，船体が波に押上げられる時には幹縄張力は増加し，押下げられる

場合には減少している．

Fig.２．TensionrecordsoftheTunaLong-linebylnkWritingOscillograph．
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幹純をかける場合と，すでにPulleyに幹細がかけられた状態からライン・ホーラーの歯車

を急に陥入して巻き始める場合とあるが，いずれも急激な張力はかからず，幹縄張力は図の

ように漸増している．

考 察

前項においては幹縄張力の計測記録について種々検討したが，これらの記録をその成因に

よって区分すると，計測装置およびライン・ホーラーの機構の影響する記録，延純巻揚中の

操作による記録，操船の影禅する記録，その他必然的な現象による記録の４項目に分類して

考えることができる．

１．計測装侭およびライン・ホーラーの機梢の影響する記録

Fig.２のＡ,Ｂ,Ｃの記録がこれに属する．

特にＢの記録は瞬間的に非常に大きな張力がかかったように記録されているが，これは計

測装置を取付けたために生じたものであり，計測実験を行なわない一般の操業時には出現し

ないものである．従って，この記録については除去すべきである．このＢの記録を除けば，

全般的に純の結節による衝撃的記録はあまり大きなものになっていない．

又，Ｂの衝撃は張力計の取付けてあるローラーの径が小さいという測定機構上の欠陥によ

るものと考えられ，これを大きくすることにより衝撃を小さくすることができると‘思われる．

Drivepulley,Windingpulleyは径が大きいので結節による衝撃はほとんど見られないと考
えられるが，この点については更にローラーの径を種々変えた基礎的な実験を必要とする．

Ｃの記録は，縄の滑りによる瞬間的張力の減少であるが，Ｐｕｓｈrollerを押えているバネ

の強さを変えることにより，ある程度調整できると思う．この縄の滑りは幹細の張力が大き

い時程，あるいは巻揚速度が速い時程多く出現し，極端な場合はPulleyから幹細がはずれ

る結果となる．

将来作業効率を高めるため，史に巻揚速度を上げることが考えられるが，この場合Ｐｕｓｈ

rollerの部分の改良研究が必要である．

以上のような記録は張力計やライン・ホーラーの機構に基いて現われるもので，これらの

機構を改良することによって不要な張力がかかることを除去することが可能であると考えら

れる．

２．延蝿巻揚中の操作による記録

Fig.２のＤ,Ｅ,Ｆ,Ｇの記録がこれに属する．

Ｄの記録について，この動作が連続的に繰り返されている部分は幹維張力が増加し，ライ

イン・ホーラー・マンがこれを気にして警戒している部分であり，この動作が散発的な部分

は単に幹細の張り具合をさぐっている場合であって，一応順調に揚純されていると考えてよ

い部分である．

今後幹縄張力の測定装置が全てのライン・ホーラーに取付けられ，それにより常時幹縄張

力を知ることができれば，この動作は必要ないものになると考えられる．

Ｅの記録について，この操作は幹縄張力が魚の影響で非常に大きくなってきた場合，ある

いは，幹縄の巻揚速度に船速が追い付かず，船の速度が増すのを待っているような場合など

に行なっている．
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しかし，半クラッチの操作は機械操作上好ましくないものであり，他の方法で巻揚速度を

自由に変えられるようライン．ホーラーの改良がなされればこの操作はほとんど必要ないも
のと考えられる．

Ｆの記録について，この操作はＣの記録について述べたように，Ｐｕｓｈrollerの部分を結

節が通る時,Pulleyから幹細がはずれることを防止するための操作であって，特に幹細の張

力が大きい場合になされている．Ｐｕｓｈrollerの改良により幹細がはずれる心配が無くなれば，
この操作は必要でなくなると考えられる．

Ｇの記録について，ライン・ホーラーの回転速度を高速から低速に切換えることによって

幹抑張力を極端に減ずることができる．ゆえに魚がかかっていることを察知した場合，早月

に低速に切換えることは，確実に魚を釣り上げるのに極めて有効である．又，この場合，ラ
イン．ホーラーの無段階変速が可能であれば更に有利になると考えられる．

以上のような記録は，巻揚中の操作によるものであるが，これらの操作はライン。ホーラ

ーの機能的な不備を人為的に補った操作であると考えられ，これらの記録資料に基づいてラ

イン。ホーラーの改良を検討することが可能であり，その改良が実現すれば現在行なわれて

いるこのような熟練を要する操作は必要なくなると考えられる．

３．操船の影響する記録

Fig.２のＩの記録は，ほとんど揚細中の操船が適切でないことによって起こる現象である
と考えられる．

揚細I+１，操船者とライン．ホーラー，マンは密接な連携を必要とし，操船者は幹細の巻揚

速度に船速を合わし，幹細の方向に忠実に船を追従せしめるよう操船しなければならないが，
船体が大きくなるとこのような操船は非常に困難になる．Ｉの記録が出現するような場合は

操業能率を非常に低下させているものと考えられるので，このような記録の解析結果は揚細
中の操船法を研究する上に十分参考に供すべきであると考える．

４．その他必然的な現象による記録

前述の３項F1のような影響の全く入らない記録であって，揚細中幹郷そのものに常に加わ

っている必然的な現象によるものをいう．幹細張力の解明は，このような必然的な現象によ
る記録についてなされなければならない．

必然的な現象による記録の中でも，Fig.２のＨ,J,Ｋの記録のような場合は特別な現象に

基づく場合であり．この時の幹細推力については特に注意すべきである．

波浪による船体勤儒，あるいは，幹細巻揚附始の時には，実験前には異常な衝撃的張力の

記録が出現するだろうと予想していたが，今回の実験結果においては，Ｊ,Ｋの記録に示すよ
うに衝撃的な張力は全く出現していないようである．

しかし，Ｊの記録については海況の割合平穏な第１回および第３回の実験と，波浪のやや

高い第２回の実験では明らかに異っており，更に大きな波浪の中における操業では，より過
大な張力が予想される．

又，Ｈの記録のように魚が釣独されている場合については，すでに磯田3)が３種の７W1に分
けて検討し，報杵している．

むすび

躯者らはかごしま丸において，まぐろ延細の揚細111，その幹細にかかる張ﾉJの変化をペン
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・オシロに記録した．その記録の形状について種々解析を試みた結果，その記録の成因は，

計測装置およびライン・ホーラーの機構，延細の操作，操船法，その他必然的な現象の４つ

の要素に区分して考えられた．

ゆえに，このような幹細張力の計測記録は漁場現場における幹細張力に基づいて延縄漁具

そのものを論ずる資料として極めて重要であり，もともとその目的でこの実験は実施された

のであるが，このような記録の解析によれば，その目的を果すばかりでなく，前述のような

特別な記録の成因を分析することによって，ライン・ホーラーおよび漁具の操作法，操船法

などの改善に関する問題を究明することが可能であると思考され，今後実際に漁場において

更に多くの計測実験とこのような記録の解析を促進する必要がある．

なお，延縄の抗張力を検討する場合の資料としては，揚縄中の必然的な現象に基づく資料

を主体とすべきであろう．

終りに臨み，本論文をまとめるに当り終始御指導を賜った盛田友弐教授，および本実験を

行なうに当り多大の御協力を賜ったかごしま丸の植田総一船長はじめ乗組員各位に対し，深

捷の謝意を表する．
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